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研究要旨 

黄斑疾患のスクリーニング法を検討するために、加齢黄斑変性（AMD）、近視に伴う黄斑

部合併症、黄斑上膜などの頻度の高い日本人の黄斑疾患の特徴について検討し、有効なス

クリーニング検査について収集した情報をまとめた。特に AMDに関しては、その初期変化

である drusen にも着目し、造影眼底撮影や光干渉断層系（OCT）がその検出には有効であ

ることを再確認した。病的近視・黄斑上膜もやはり OCTによる検出が有効であることが確

認された。視覚障害原因疾患の第 3 位の病的近視（12％）、第 4 位の AMD（11％）では、

検診による失明減少効果は、それぞれ 24％・41％と高く、スクリーニングによる早期発見

の重要性は高い。実際に、島根県松江市、宮城県仙台市、東京都世田谷区の３地域の一般

住民を対象とした詳細な眼科検査では黄斑変性 16 例（1.2％）、近視性網脈絡膜萎縮 7 例

（0.5％）、黄斑上膜 39例（2.9％）が検出された。黄斑疾患のスクリーニングにおいては、

従来の眼底写真や眼底検査に加えて、OCTの活用も重要と考えられる。 

 

A.	 研究目的 

日本人の視覚障害原因第 4 位である加齢

黄斑変性（AMD）、視覚障害原因第 3 位で

ある近視に伴う黄斑部合併症、黄斑上膜も

含めた日本人の黄斑疾患の検診方法につい

ていくつかの方法を検討した上で、国内 3

地域での眼科検診データをもとに検証する

ことが今年度の研究の目的である。特に、

光干渉断層系（OCT）を最大限に活用した

手法の有効性について考察を深めることも

目的に含めた。 

 

B. 研究方法 

まず、報告されている論文などの精査を

行い、日本人の AMD・ポリープ状脈絡膜新

生血管（PCV）・近視に伴う黄斑部合併症・

黄斑上膜の臨床的特徴と有効なスクリーニ

ング検査について収集した情報をまとめた。 

そのうえで、眼底検査を中心とした眼科

疾患スクリーニング方法の改善として OCT

を追加することの意義を検討するために、

島根県松江市、宮城県仙台市、東京都世田

谷区の３地域の一般住民を対象とした詳細

な眼科検査を、合計 16 の眼科クリニックで

実施した。具体的には、特定健診を契機に

眼科を受診した対象に眼底検査、眼底写真

撮影に OCT を加えた眼科検査を行った。	

33



 
C. 結果 

AMD は視覚障害原因疾患の第 4 位とな
っており、全体の 11％を占め、検診による
失明減少効果は 41％とされる。AMD は滲
出型と萎縮型に分けられ、ドルーゼンと色

素沈着が重要な初期変化である。日本人後

期 AMD 症例の 14%に pseudodrusen を認
め、地図状萎縮・網膜血管腫状増殖と関連

があり、高率に両眼性に後期 AMD を発症
することがわかっている。ARMS2 遺伝子
における一塩基多型が加齢黄斑変性の発症

と関与していることも報告されているが、

ARMS2 遺伝子が pseudodrusen にも関与
している事も判明した。また日本人の

pseudodrusen 症例は大きく 2 つのタイプ
に分けられ、これには CFH I62V遺伝子が
関与していることも理解が進んだ。こうし

た症例での診断には、OCTが感度・特異度
とも最も良いことを示し、波長掃引型 OCT
を用いた場合 pseudodrusen 症例では脈絡
膜が菲薄化し、脈絡膜血管密度が低下して

いることが検出できる。pseudodrusenは後
期加齢黄斑変性の危険因子であるだけでな

く、それ自体が視機能障害を引き起こすわ

けであり、早期加齢黄斑変性の段階から視

機能障害を予防する治療の開発・研究が必

要であるが、その際に OCTが果たす役割は
大と考えられる。 

 
近視では眼球が前後方向に伸びる際に、

伸びきれなくなった網膜がはがれてきてし

まうことがあり、網膜剥離またはその前段

階である網膜分離を起こす。特に乳頭耳側

でのびまん性網膜脈絡膜以上の萎縮性変化

もしくは、後部ぶどう腫を有する状態のこ

とを病的近視と呼ぶ。病的近視は、視覚障

害原因疾患の第 3 位となっており、全体の
12％を占め、検診による失明減少効果は
24％とされる。 
病的近視では、網膜や脈絡膜が高度に菲

薄化し、びまん性萎縮、限局性萎縮、ラッ

カークラックなどを含めた様々な萎縮性病

変も生じる。さらに、約 1 割に網膜剥離や
網膜分離がみられ、進行すると網膜剥離や

黄斑円孔などのより重篤な合併症に進行す

る危険がある。診断には網膜の断層像を観

察することができる OCTが有用である。 
 
加齢による後部硝子体剥離が起きる過程

で、硝子体ポケット（岸ポケット）の後壁

の一部に穴があき、硝子体の皮質が網膜側

に付着して残存する状態が起こり得る。そ

の後、残存している硝子体皮質を足場に細

胞が増殖することで、黄斑上膜は形成され

るとされている。そのため、黄斑上膜の検

出には黄斑部を横断的に観察できる OCT
が有用とされる。 
 
	 根県松江市、宮城県仙台市、東京都世田

谷区の３地域での調査で解析対象となった

のは 1,360例で、性別は男性 442例(32.5%)、
女性 918 例 (67.5%)、年齢は 40-74 歳
（63.7+/-8.7 歳）であった。黄斑疾患とし
て加齢黄斑変性 16例（1.2％）、近視性網脈
絡膜萎縮 7例（0.5％）、黄斑上膜 39例（2.9％）
が検出された。 
 
D. 考察 

今回の島根県松江市、宮城県仙台市、東

京都世田谷区の３地域の一般住民を対象と

した詳細な眼科検査では黄斑変性 16 例
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（1.2％）、近視性網脈絡膜萎縮 7例（0.5％）、

黄斑上膜 39 例（2.9％）が検出された。黄

斑変性、近視性網脈絡膜萎縮、黄斑前膜な

どの黄斑疾患は眼底写真だけでは判定しに

くく、光干渉断層計検査の併用が有用であ

ることが示唆された。成人眼科検診によっ

て視神経障害である緑内障だけでなく、失

明の主要な原因となる黄斑疾患、網膜疾患

を同時にスクリーニングすることができる。 

日本人における AMD は増加の一途を

たどっており、一般的な眼科検診に加えて、

造影眼底撮影検査は診断精度は高いが、侵

襲的で時間を要するためにスクリーニン

グ法としては非現実的である。研究段階で

は遺伝子検査の活用も期待されるが、スク

リーニングに供するという視点ではまだ

非現実的な段階といえる。その一方で、汎

用化が進む OCT は非侵襲的であり、短時

間で施行できるためにスクリーニング検

査として有効であるとされている。このよ

うに、黄斑疾患のスクリーニングにおいて

は OCTの活用の重要性が増している。 

	 今回の検討では、１）特定健診時に眼底

写真撮影を行い、別の場所で読影を行う方

式、２）眼底写真撮影に光干渉断層計（OCT）

検査を加える方式、３）眼科医療機関で包

括的眼科検査を行う方式の 3 つの方法が比

較された。スクリーニング方式として、眼

底写真だけで評価する場合は費用や実施可

能性の面で有利であり、視力・屈折検査、

眼圧検査、細隙灯顕微鏡検査、眼底検査を

含む包括的眼科検査は検診としての精度

（感度・特異度）で有利と考えられる。ま

た、眼底写真の評価に補助検査として OCT

検査を加えることで、検診の精度を向上で

きる可能性がある。 

	 AMDは視覚障害原因疾患の第 4位で全体

の 11％を占めるにとどまるが、検診による

失明減少効果は 41％と高く、病的近視は、

視覚障害原因疾患の第 3位で全体の 12％を
占め、検診による失明減少効果 AMD ほど
高くはないが、それでも 24％にのぼる。
OCTが検出に有効な両疾患あわせると、緑
内障と同程度の頻度もあり、スクリーニン

グによる早期発見の重要性は高いと考えら

れる。 

 

E. 結論 

黄斑疾患のスクリーニングにおいては、

従来の眼底写真や眼底検査に加えて、OCT

の活用も重要と考えられる。 
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